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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、精神保健福祉士がキャリアラダーに沿って着実に資質向上を図るこ
とができるように、①現行の資質向上支援を評価した上で、②求められる資質向上支援の内容と仕組みを根拠に
もとづいて提案することであった。
本研究の成果として、「精神保健福祉士のキャリアラダー」と「ワークシート」（通称：さくらセット）が完成
した。専門職業人として整えていくべき力量を6つに分類したキャリアラダーを参照しながら、ワークシートに
記入する個人ワークと振り返り担当者とのペアワークで資質向上を図るツールを開発できた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to (1) evaluate the current quality improvement support and
 (2) propose the required content and system of quality improvement support based on evidence so 
that mental health social workers can steadily improve their qualifications along the career ladder.
As a result of this study, the Career Ladder for Mental Health Social Worker and Worksheet (called "
Sakura Set") were completed. We developed a tool to improve qualities through individual work to 
fill in the worksheet while referring to a career ladder with six categorized competencies to be 
developed as professionals, and pair work with a person in charge of reflection.

研究分野： 社会福祉学

キーワード： 精神保健福祉士　資質向上　キャリアラダー　さくらセット

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
厚生労働省内に設置された「精神保健福祉士の養成の在り方等に関する検討会」は、最終とりまとめで、「精神
保健及び精神障害者の福祉を取り巻く環境の変化による業務の内容の変化に適応できる人材を養成する観点か
ら、おおむね共通して求められる標準的な能力等を整理したキャリアラダーが必要」と指摘した。本研究では、
調査研究に基づき、「精神保健福祉士のキャリアラダー」を活用して資質向上を図るツールを開発した。これは
社会的要請に応える研究成果であり、学術的にも社会的にも意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
我が国の精神疾患患者は、平成 11 年患者調査では 204.1 万人であったが、平成 26 年調査で

は 396.5 万人に達し、15 年間で 192 万人増加した。メンタルヘルス課題に関わるニーズは増大
かつ多様化しており、精神保健福祉士への期待が高まっている。医療機関の機能分化や障害福祉
サービスの制度改正など、精神保健福祉士を取り巻く環境が目まぐるしく変わる中で、精神保健
福祉士が実践力を発揮していくには、就職後の継続教育が不可欠となる（石川 2014）。精神保健
福祉士を対象とする継続教育は、研修、スーパービジョン、自己研鑽の３形態で取り組まれてい
るが、ニーズに即した資質向上支援となっているかを評価する研究は十分に蓄積されていない。 
申請者らは、他職種の資質向上支援について情報収集し、看護師の継続教育で活用されている

キャリアラダーに着目した。キャリアラダーは、ステップアップのプロセスを明確にして資質向
上の機会を提供する仕組みである（久保 2012）。看護領域で蓄積された先行研究を確認すると、
キャリアラダーがモチベーションの向上や組織全体の支援の質に影響すること（久留島ら 2010）、
時間確保の課題や将来の方向性を具体化できる支援の重要性（水谷ら 2014）、教育・研究活動を
支援する職場環境整備の重要性（東野ら 2012）などが明らかにされていた。そこで申請者らは、
看護師の例を参考に精神保健福祉士のキャリアラダーを作成すれば、資質向上支援のあり方を
考える手がかりが得られるのではないかと考え、本研究を構想した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、精神保健福祉士がキャリアラダーに沿って着実に資質向上を図ることがで

きるように、①現行の資質向上支援を評価した上で、②求められる資質向上支援の内容と仕組み
を根拠にもとづいて提案することであった。 
 
３．研究の方法 
研究目的を達成するため、次の方法を用いた。 
1 点目の目的に対しては、幅広い領域（医療・地域・行政・司法等）で働く、多様なキャリア

の精神保健福祉士を対象としたインタビュー調査を実施した。この調査は、実践者が抱える業務
課題と、それを解消・解決するために取り組む資質向上支援などの現状を詳細に把握したうえで、
現場で必要な資質向上支援の内容と仕組みを提案することを目的に実施した。調査対象者は経
験年数をもとに３グループに分け、グループインタビューを実施した。①日々の実践における経
験（業務での困難及び対応方法）、②研修等への参加状況や参加を困難とする要因、③研修等で
得た知識や技術・情報などの活用方法及び課題などを含めたインタビューガイドを用いて半構
造化インタビューを行い、結果は質的に分析した。 
2 点目の目的に対しては、「精神保健福祉士のキャリアラダー」と「ワークシート」の案を作

成後、実践現場で働く精神保健福祉士に一年間試行してもらうモニタリング調査を実施した。モ
ニタリング調査は、22 人の精神保健福祉士に協力を得て、3か月後、6 か月後、12 か月後の計 3
回実施した。モニタリングで出された意見をもとに、「精神保健福祉士のキャリアラダー」と「ワ
ークシート」を完成させた。 
 
４．研究成果 
幅広い領域で働く、多様なキャリアの精神保健福祉士を対象としたインタビュー調査の結果

を論文にまとめて投稿したところ、採択・掲載された（岡田・越智・松本（2019）「PSW の資質向
上に関する研究：経験年数による違いに着目した現任教育への提言」『精神保健福祉』117，166-
179．）。この論文では、次のことを報告した。新任期の PSW は、組織社会化を遂げていくために
先輩や上司から「聞く/教わる」技術が必要となり、中堅期以降の PSW は先輩・上司として「教
える/指導する」技術が必要となるが、両者ともにこれらを実施することに困難性を認識してい
ることが明らかになった。また、経験年数を問わず、将来ビジョンの描きにくさや研修受講環境
の厳しさがあり、資質向上の必要性を認識しているにも関わらず、具体的な行動に移せない状況
があることが明らかになった。さらに、一定年数以上の実務経験を積んだベテラン期の PSW の中
には役職が与えられ、管理業務に追われることや、ソーシャルワークの価値・理念と所属する組
織の理念や経営方針の狭間で葛藤を抱えていることが明らかになった。これらの結果に基づき、
PSW の現任教育を充実させる方策として以下を提案した。職能団体等で提供する研修の多様化を
図り、新任期には「聞く/教わる」、中堅期以降には「教える/指導する」方法論を加え、中堅期
以降の PSW を対象に管理職教育機会を提供すること。資質向上への環境整備のための仕組みと
支援策を講じ、キャリアビジョンを描きやすくするためにキャリアラダーを導入すること、OJT
と OFF-JT の効果的な連動を図るとともに、本来業務以外の多様な取り組みを学習機会に援用し
ながら、個人が資質向上を進める支援を充実させることを提案した。 
「精神保健福祉士のキャリアラダー」と「ワークシート」は、精神保健福祉士がイキイキと働

き続けられるための現任教育を支援するツールとして開発を試みた。本研究では、「資質向上」
とは専門職として必要な力量を高めていくこと、「キャリアラダー」とは実践に必要な力量を項
目別にし、レベル別にして表したもの、「ワークシート」とは目標やそれに向けた具体的な達成



課題や実施手順等を記入するものと定義した。その上で、ワークシートには目標と課題等を設定
し、指導者や同僚などの他者と協働しながら定期的に振り返り、達成状況の確認等を行っていく
資質向上支援策を考えた。これらの案を作成後、実践現場で働く精神保健福祉士に一年間試行し
てもらうモニタリング調査を実施して、①実際に使ってみて感じたキャリアラダーの効果や使
いやすさ、工夫が必要な点、②キャリアラダーを使ってみて感じる自分自身の成長や変化への気
づきなどについて「生の声」を聴き取ることができた。このモニタリングで出された意見をもと
に、「精神保健福祉士のキャリアラダー」と「ワークシート」を完成させるとともに、これらを
活用するための手引きを作成した。 
本研究の成果物として、「精神保健福祉士のキャリアラダー」と「ワークシート」（通称：さく

らセット）を完成させることができた。表 1 に、「精神保健福祉士のキャリアラダー」の枠組み
を示した。専門職業人として整えていくべき力量を大きく 6つ（仕事と暮らしの調和、社会人・
組織人としての力、専門職・実践者としての力、自己研鑽、専門職教育・研究、ソーシャルワー
カー意識）に分類し、それぞれ 5段階（レベル）に整理した。「ワークシート」は、「フェイスシ
ート」と「振り返りシート」で構成した。さくらセットは、「精神保健福祉士のキャリアラダー」
を参照しながら、ワークシートに記入する個人ワークと振り返り担当者とのペアワークで資質
向上を図るツールである（表 2）。さくらセットの特長や実際の活用方法については、さくらセ
ット活用の手引きにまとめた。これら本研究の成果物は、公益社団法人日本精神保健福祉士協会
ウェブサイト内から、誰でも入手することができる環境を整えることができた。 
 

表 1 完成した「精神保健福祉士のキャリアラダー」の枠組み 

資質向上の目安 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４ ステップ５ 
(新卒者を想定して作成)→ 1～２年 3～5年 6年～10年 11 年以上 
求められる力量           

１.仕事と暮らし 
の調和 自分の生活との調和を図る 

自分のライフイベント（結婚、
出産、育児、育休/共働き、本
人・家族の健康など）との 

調和を図る 

生活と仕事の調
和が図れる体制

を作る 

         
2.社会人・組織
人としての力 初任者（前期） 初任者（後期） チームリーダー/業務責任者 管理職（者） 

           
3.専門職・実践
者としての力 

指導下での 
業務遂行 

自立した 
業務遂行 

リーダーシップを発揮した 
業務遂行 

体制づくりを志
向した業務遂行 

           

4.自己研鑽 教わる、学習す
る姿勢の修得 

機関内の人材や
機会の活用 

多機関・多職種の 
人材や機会の活用 

多領域の人材や
機会の活用 

   
 

    

5.専門職教育・ 
研究 

育っていく力 
の修得 

実践の言語化・
伝達/実習指導 

実践の見える
化、理論化 
／後進育成 

実践・研究成
果の共有・蓄
積／後進育成 

社会的向上への
働きかけ／後進
育成体制の構築 

           

６.ソーシャルワ
ーカー意識 

ソーシャルワー
カーとしての 

一歩 
立脚点の確認 

専門性の再認
識・役割葛藤の

理解 

倫理的ジレン
マとの対峙 

アイデンティテ
ィの保持 

           
 
表 2 「精神保健福祉士のキャリアラダー」と「ワークシート」（通称：さくらセット）活用の流れ 
≪フェイスシート作成時≫ 
1．【個人】「所属機関（施設）の役割」「なりたい自分（個人の目標）」を記入し、目標を見定める。 
2．【個人】「目標にするステップ」と「具体的な達成課題」を具体化する。 
3．【個人】「具体的な達成課題」を選んだ理由・動機、重要度を書き残す。 
4．【ペア】目標達成の手段と手順を記入し、振り返り担当者と共有する。 
≪振り返りシート作成時≫ 
5．【個人】取り組んだこと、実施者本人が考えたことを記入する。 
6．【ペア】振り返り担当者と面談。その後、振り返り担当者から伝えられたことを記入する。 
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